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　平成２１年度の保険料は、平成２０年の所得をもとに計算し、支払い方法と一緒に、７月中旬に
お知らせします。

　世帯主と世帯内の被保険者の所得に応じて計算します。なお、平成２０年度の特例措置で
あった８.５割軽減は、今年度から、所得に応じて７割軽減または９割軽減になります。
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８.５割軽減後　６,３００円
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被保険者全員が年金収入が８０万円以下で所
得が０円

５割軽減後　２１,５７１円
３３万円+（２４万５千円×世帯主を除く世帯の
被保険者数）

２割軽減後　３４,５１４円３３万円+（３５万円×世帯の被保険者数）
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　前年の所得から基礎控除額３３万円を引いた額（賦課のもととなる所得金額）が、５８万円
以下の方は所得割が５割軽減されます。
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　長寿医療制度に加入する直前に被用者保険�の被扶養者だった方は、加入後２年間、均等
割が９割、所得割が全額軽減され、平成２１年度の保険料は年間４,３００円です。

���������全国健康保険協会が運営する「協会けんぽ」（旧社会保険）、組
合管掌健康保険（企業の健康保険など）、共済組合などのこと
で、国民健康保険、国民健康保険組合は含まれません。

������前年の収入から必要経費（公的年金等控除額、給与所得控
除額など）を差し引いた額。なお、社会保険料控除、医療費
控除、配偶者控除などの所得控除を適用する前の額です。
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被保険者の所得�に応じて負担
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１人当たりの額
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����（軽減に該当）
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１８０万円－１２０万円－３３万円��������	�

�������２７万円×９.６３％×５割������
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